












未来の創薬シーズを探る、
たゆみない基礎研究と臨床応用。

ペプチド・タンパク質研究
最先端に立てばこそ、

「今」の最先端で解けない課題が見えてくる。

胃のグレリン産生細胞の
電子顕微鏡画像

循環器病医療に革命をもたらす生理活性ペプチド「グレリン」の発見。

医師主導治験で実現する医療機器開発（補助循環システムの開発）

フュージョン事例 03フュージョン事例０３

研究所×研究開発基盤センター
フュージョン事例 03フュージョン事例０３

研究所×研究開発基盤センター

ペプチド・タンパク質研究
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理事・研究所長

望月直樹
臨床研究部 部長

北風政史

血管内皮細胞の分子イ
メージング（生きた細胞
で分子を可視化してそ
の機能を探る研究手
法）画像

当センターでは、医薬品化・診断治療機器化が目前の研究から10
年先を見据えた基礎研究・開発研究まで多彩な研究を行っていま
すが、そのすべてのゴールは循環器医療の「臨床への応用」で
す。病院と研究所が深く連携し、自分たちでシーズを見出し、そ
の機能を理解して臨床に応用できる一貫体制とし、多くのプロ
ジェクトが臨床応用に向けて段階的に連なり、実施されていま
す。2010年には、研究成果をスムーズに臨床につなぐ指揮者の役
割として、「研究開発基盤センター」を開設し、すべての組織が
「発見から臨床応用まで」をキーワードに、一貫して循環器病医
療の向上をめざして進んでいます。「最先端のその先」にたどり
着くことを具現化する体制で研究を推進しています。

生理活性ペプチドは、臨床展開されるまでに時間がかかります。ナトリウム利
尿ペプチド・ファミリー（ANP、BNP、CNP）やアドレノメデュリンなど多く
の新規生理活性ペプチドを発見してきた実績から、臨床研究へ展開され、一部
臨床薬として使用されています。また、これらのペプチドの循環器以外への作
用も明らかにされつつあります。
寒川らにより、胃から発見されたペプチドホルモン「グレリン」は、成長ホル
モンの分泌促進、食欲亢進、エネルギー代謝調節、循環調節など幅広い生理作
用があります。ある特定の機能だけを実行する一般の医薬品と異なり、多面的
な機能があり、もともと体内にあるため副作用の恐れがない画期的な物質で
す。これまでに世界で発見された生理活性ペプチドの1/3以上は日本人による
ものであることは特筆すべきです。さらにその半分は、当センターの30年以上
にわたる研究成果です。「グレリン」は今後数年以内に治療薬として臨床使用
が開始されると期待されています。世界全体の人口は、今後いっそう高齢化が
進むと予測されます。その中で、「グレリン」は循環器病だけでなく、「長寿
社会」のQOLを向上させる決定打になる可能性を秘めています。

体外設置型連続流補助人工システムによる重症心不全患者の治療の治験を開始
しています。人工臓器部が当センター開院以来継続してきた人工心臓開発の臨
床への展開として、病院と一丸となって医師主導治験を展開しています。長期
左室補助人工心臓を装着前に簡易型短期補助人工心臓が期待されていました
が、本機器はまさにその期待に応える機器となっています。

将来の臨床応用を目指し、いま取り組むべき課題がある。

当センターで推進されてきた生理活性ペプチド
研究と人工臓器研究だけではなく、今後セン
ター研究所の新たな基軸となる研究の萌芽を目
指しています。これまでの研究だけでは発展が
ありません。最先端のその先を目指す研究を展
開する必要性が研究所内で醸成され、具体化さ
れるように一丸となって研究を推進して参りま
す。

臨床研究部では、研究所で実施された基礎研究
を病院の臨床研究の場に移し、その成果を日本
および世界中での実臨床で使用可能にするため
の"橋渡し"（トランスレーショナル）を行ってい
ます。国循で発見された心房性ナトリウム利尿
ペプチド「ANP」は心不全薬に応用され、これ
まで副作用も殆どなく数十万人の心不全患者に
使用されています。このような成功事例を更に
たくさん獲得するべくトランスレーショナル研
究に取り組んでいます。












